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漁業画像取得のた
めカメラシステム
の構築と配備

・アルゴリズムに
よる画像データの
処理

アノテーションされたデータを用
いたアルゴリズムの開発と学習

取得したデータの
カタログ化とアノ
テーション作成

リサーチサイクル
アウトプット

漁業画像取得に使用で
きるEMカメラシステム

漁業データ自動分析のため
のコンピュータ ビジョン
アルゴリスムのセット

トレーニングのために
更に必要な画像を決定

アルゴリズム

トレーニングのた
めのアノテーショ
ンデータ

アルゴリズム
開発

画像データの入手

アルゴリズム
結果の分析



EMI プログラム開発

• 船上での延縄漁水揚げの監視（カメラ付きレール）
• 漁獲の種とサイズの構成

• トロール船から廃棄された漁獲物を監視する。（船外へ
の傾斜台で）
• 廃棄するとされた種のサイズ構成
• すべての廃棄物の種とサイズ

• クルーの位置や活動を監視する（デッキ撮影用カメラ）
• 廃棄物の検出、カメラの起動

• 工場の選別工程を検証する（コンベア撮影用カメラ）



なぜプラント・キャッチ・レポートを検証するのか？
禁漁種の管理

• アラスカ漁業では、一部の高価値種（サケ、カニ、オヒョウ）の
捕獲を特定の漁業に限定し、トロール船による保持を禁止。
• 例：オヒョウ漁獲枠を持つ延縄漁船のみがオヒョウを保持で
きる - トロール漁船が捕獲したオヒョウは廃棄されなければな
らない

• トロール漁業による禁止種の混獲は監視され、制限される
• 漁船または漁業者に割当量 - 割当量を超えた場合、漁を中止し
なければならない



なぜプラント・キャッチ・レポートを検証するのか
禁漁種の混獲を監視

• 禁止されている種は、通常、漁獲量のごく一部で
あり、1％未満であることが多い。

• 正確なモニタリングが難しい
• オンボード（船上）サンプリングは精度が低い

–稀な観察結果は外挿
• 工場視察者にとって非常に時間のかかる作業

-コンベア常時監視が必要

• 加工工場はすべての水揚げを選別し、報告するが
、独立した利害関係のない当事者ではない。



なぜプラント・キャッチ・レポートを検証するのか？

• コンセプト：電子モニタリングにより、すべてのサケが漁獲量から選
別され、正確にカウントされていることを確認し、管理者が工場から
のサケ混獲レポートを自信を持って使用できるようにする

• 課題:
• サケが漁獲物の中に埋もれてしまい、発見できないことがある
• 捕獲魚を1層だけにすると、工場のオペレーションが大幅に遅延

• 解決策: 
• 工場に入るほとんどの魚を検出
• ソーターが鮭を発見するとカメラに表示（登録）

• 検出と登録時間によって、検出されたサケがその漁獲物から選別さ
れているかどうかを示す



選別エリアに入るサケを検出
アラスカ州コディアックの4工場からの映像を収集し、目に見えるサケをアノテーション



トロール船からのサケの自動検出
• Yolv4でサケをシングルフレームで検出
• DeepSortを使って検出結果を映像の記録にまとめる

• 多重カウントを排除し、誤検出を低減

約7万件のアノテーションから得られた結果
メバル漁船の内84％、スケソウダラ船の内73％からサケを検出

Yolov4: Bochkovskiy, Alexey, Chien-Yao Wang, and Hong-Yuan Mark Liao. "Yolov4: Optimal speed and accuracy of object detection." arXiv preprint 
arXiv:2004.10934 (2020).

DeepSort: Wojke, Nicolai, Alex Bewley, and Dietrich Paulus. "Simple online and realtime tracking with a deep association metric." 2017 IEEE international 
conference on image processing (ICIP). IEEE, 2017.



サケの登録と魚種の分類

• 検知されたサケはビデオがついた滑り台を通ったり、カメラの下の
専用の場所に置かれる。–動体検知により、ビデオストレージを大幅
に削減

• 尾部に焦点を当てた識別ルーティンにより、トロール漁でしばしば
混獲されるサケの種類を効果的に分離



サケの混獲に関するプラントレポート検証時のチ
ェックポイント

• 自動分析により、検出と登録の時間
、およびサケの種の分類を提供

• 選別プロセスを検証するためには、
全てのサケの検出を速やに登録する
必要ある

• 工場報告書は登録したサケの数や種
類と一致すること



実装上の注意点

• カメラの映像は、十分な照明と適切なフレーム
で撮影

• ソート担当者に登録手順のトレーニング

• 主要水揚げ魚種が異なる場合は、検出モデルを
再度学習させる必要が出てくる

• 検知時や登録時のビデオクリップを保存し、必
要に応じて人が確認できるようなアプリ
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